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シェーカーズの日常生活

穂積文雄

わたくしは，さきに， 本誌上におし、て，;.-'エーカーのひとびとにつし、て，

いささかうかがうところがあった。わた〈しは，まず，イギリスにおける V=

ーカーのなりたちをたずねた。わたくしは，ついで，かれらにしたがって海壱

わたってアメリヵに行ったのそして，そこにおいて，かれらが，大なる宗団に

まで発展しゆくさまをながめた。それから，わた fしは，さらに，その宗団の

教義・実践原理をきわめ，すすんで，その組織をあきらかにした。しかしなが

ら組織は，それが，どうなっているかをみるだけでは，まだ，あきらかにな

らない。それが，どううごくかをみることによって，はじめて，あきらかとな

る。だから，わたくしは，さらに，すすんで，ぞれ壱みねばならない。 Lかる

に，そのうごきは，その日常生活においてあらわれる。したがって，それが，

どううごくかをみるためには，その日常生活をみねばならない。すくなくとも，

そうするのが，もっとも，有効適切である。そう，かんがえられる。そこで，

わたくしは，さきの，わたくしの論稿のおわりにおいて，それをこころみるで

あろう，と，約しておいた。いま，わたくしは，本稿において，その約をはた

ずであろう。

シェーカーの教義・実践原理および組織が確立したのは1792年，ノレγ イ・プ

ライトの主宰の下においてであった。その以後も， γ エーカーズは，連綿，今世

紀のはじめまで，つづいた。それは，けっして，みじかいとはいえなし、。また，

その組織は，北アメリカ大陸の諸所仁確立せられたもの18におよんだ。ぞれはr

けっして，すくないとはし、えない。左ころで.そのように，ひろし、大陸の各地

に，そのようにながい期間，存続する場合，その日常生活は，ときにより，と

ころによって，ことなるところなき壱得ないのではなかろうか，と，かんがえ
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られるかもしれない。ところが，事実は，そうではない。そういってもよし九

そうおもわれるのである。もとより，ごしこまかな点にいたっては，ときと

ところによって，己となるところが全然ない，と，いえば，それはし功、すぎに

なるかもしれ向。しかし，日常生活の大体においては，ほとんどことなるとこ

ろはない。そういっても.かならずしも，いいすぎにはならない。いわんや，

ずェーカ ズのV ェ カーズた志所以のところにいたっては，もとより，なん

らことなるところはない。そういってもよい。わたくしは，あえて，そういう。

それでは，どうして，わたくしは，あえて，そういうか。そう，というひとが

あれば.わたくしは，こたえるであろう。それにはそういうだけの理由がある，

と。その理由というのは，ほかでもない。こうである。わたくしは，ここに，

、ンエーカーをとりあつかった 3冊の書物を知っている。その一つは，ジャイノレ

旦の「ピリーパーズJ(Believers， by Janice Holt Giles， 1957)である D それ

は， 1810年ころのヶ γ タヅキーはサウス・ユユオゾのVエーカーズを対象とし

ている。 つぎは， ノイエスの「アメリカ社会主義史J(History 01 A四昨日制

Socialis耐 久 by}ohn Humphrey Noyes)が引くととろのマクドナノレド (Ma-

cdonald)の記録である。それは1842年から1843年にかけてのレパノ Yの本拠に

おげるジエーカーズを対象としている。最後にあげられるのはノノレドホップの

「合衆国における共産社会J(The白附師側目恥 50日 etiesof the U-nited States， 

by Charles Nordhoff， 1875)の手記である。 それは1870年代の各地のシェー

カーズ音対象としてU、る。かく，この三つのものが対象としているところのシ

=ーカーズは，たがし、に，その，ときと，ところを，ことにする。しかるに，

そ己にしるされているかれらの日常生活は，ほとんど，ことなるところがない。

大同小異である。それだからである。

しかしながら，かんがえてみれば，それは，まことに，おどろくべきと icに

属する。そういえるかもしれなし、。しかしながら，それにもかかわらず，それ

は，やはり，事実であ 5。厳然たる事実である n そして，よしかんがえてみ

れば，あるいは，それは，おどろくにあたらないことであるかもしれない。い
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な，おどろくことのほうが，かえって，おかしいのではないか。そうも，おも

われる。けだし，周知のごとしアメリカ大陸においては，かず多くの，ユー

トピアが，かっ，おこり，かつ，ほろんだ。それは，あたかも，ながれにうか

ぶうたかたの，かっ，むすび，かっ，きえるに似たものがある。その中にあっ

て，ジェーカ ズが， ひとりよく 3世紀にわたり .100年をこえて， その存

続をつづ付ることができたのは，ーに1792年に確立した組織が，ながき年月，

ひろさ諸地において，よく厳守励行占れたからこそである。と，かんがえなけ

ればならないであろう。そして，そうかんがえるならば，かれらの日常生活が，

ながき期聞にわたり，ひろき地域において，大同小異，ほとんど，ことなると

とろがないとととそ，むしろ，あた目まえのこと，と，いわねばならない。そ

ういわねばなちないこ正に，なるでもあろう。そうだ正すれば，ぞ才1を，おど

ろき，あやしむことのほうが，かえって，おかししりということにもなるであ

ろう。それは，ともかく，事情はかくのごとくである。したがって，われわれ

は，かれらの日常生活をうかがうにあたり，かならずしも，時代を追ひ，場所

をへめぐるの労をついやすにもおよばないことになる。したがって，以下にお

も、て， うかがうところは， およそ， いつでも， どこでも，ジエーカーァ、のむ

らにおいては，みられた風景であるとかんがえてよいことになるであろう。

午前4時半にベルがなる。(ただし，これは夏の場合のこと，冬は 5時であ

るべ〕すると.みなは起床せねばならない。床は，かれら，または，かの女ら

のものではなし、。あらゆるものは，コンミュヱチーに属する。個人のものでは

ない。ただ例外は，きものだけである。ただし，それも，ただ 2着にかぎる。
キサツグ

婦人の場合でいえば， ドレス 2着， γ ャツ 2着，帽子2箇，ポ y ネッツ 2筒。

1)“ each week-day throughout the year was the四 rne.." John I-Iumphrey Noycs 

Histo叩 01Amc'Yican Socialisms， Philadelphia， 1870. p. 600 
2) Janice Holt Giles， The Believe'Ys， Boston， 1957. p. 1:21; Everett Webber， Escapo to 

Utopia， Tke CommunaZ l1fovement i偽 Amenc沼， New York， 1959， p. 57; Charles 

Nordhoff. Tke Commun1stic Socielies 0/ the United States， New york， 1875. p. 140 
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それだけであるへ

その服装は，男性は，ひろくて，ふもをかたくした (sti宜brimmed). しろ，

または，はしW 、ろの帽子と，ながい・うす青いろのうわぎが，その特徴である。

女性は，スカートのところにひだがたくさんついているガウンを着，きみょう
-・キ"¥'，;>:;f

なかみかざり (head-dress). いいかえれば， かるいきれぢの帽子をかぶるo

このキャップはかみをすっかりおおうてしまう。そして，かおにまでおよぶ。

だから，よそからきたひとい stranger)は老若を識別することができない。

戸外では，かの女たちは，ふかい・ひよけのポンネッ tをかぶる。この国では，

ジエーカーのポ yネヅトとしてしられてい5ものであるの。かくて，かれらの

きものたるや，制服といってもよいわけである。そして，かくのごとく，みな，

おなじものであるのは，あるものが他のものよりも，よりうつくしい，あるい

は，よりかねのかかった布地をもっととはゆ芯吉れないし，また，ことなった
・.

服装もゆるされなし、からである。ただし，いろだけは，各人のこのみによって，

いかなるいろをえらんでも，かまわない。ただし，これには，じぶんでそめる

ことができるかぎりにおいて，という条件がついている"。

わたくしは，ここに，かつて，ひきあいに出したことのある女性レベッカが，

それについてのべているところを紹介しよう。けだし，それは，まことに，ピ

ピザドにしるされている。それだけ，事情の理解に資するところ，すくなくな

いものがある。そうおもわれる。それだからである。かの女は，のべていう。

そのころになると，わたくしたちは，あたらしい服をもった。闘は，はでこのみの

ひとには，まことに，簡素で，じみ (drab)にみえたことと.オったくしにはおもわれるe

チャ チ・ファミリ のシスタ たちが，時聞があまりなかヮたので，いろは数種と

することにきめたの℃ある。ぞれ以上そめあげることは，時聞がかかわすぎるから，

どめである，といった。わたくしたちに提供されたのは.青・茶および赤であった。

赤は非常にこし、(.ほ左んE黒といってよいほどであった。わたくしは，青と茶壱え

3) J. H. .Giles. ibid.， p. 111 
4) C. NC}rohoff， ~bid. ， pp. 150-151 
5) J. H. Giles， ibid.， p. 115 
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らんだ。パーミラも，わた<Gとおなじようにした。それゆえ，たいていの γスター

ズは，そうした。しかし，アンニーは 2着とも赤壱えらんだ。

シェーカーの女性の服装のスタイルは簡素であコた。チ=ッキ (bodice)，そして，

tしのパンγまでひだのっし、た在がし、スカートがあった。スカ←トは，もちろん，地
プズム

面にまで達した。そして，シェーヵーのひとびとは女性の胸がみえることを，その輪

廓のみえることでさえも，みだらがましいこととしていたがゆえに，わたくしたちは，

みんな，しろい阻のぎれをくびにまとしりそれ壱まえにたらし，むねの上で十字にし

た。わたくしは，しばしばおもったものである。かれらはおおくの女性の自然の豊満

を隠蔽するとしては，よりによってまことにつたないやりかた壱えらんだものだ，と。

なぜといって，しろい自のぎれは，ときとして，かの女たちの容姿のまろやかさとゆ

たかさを，かえって，ますだけである。はやいはなしが， r ミラであ志。かの女は

一片の阻のぎれではかくしきれなかった。わた〈し自身，い〈 ιかとまったものであ

る"の

さて，起床すると，まず，右足をベヅドから出さねばならない。そして，右

がわの足が，最初にふれたところに，右膝をおとして，祈醇壱せねばならな

も九ものをいってはならない。どうしても，いわなければならない，場合には
ル一日リー〆ー

室長に，それも，ささやくことが， ゆるされている九祈轄の時間には制限は

ない。いくら，ながく祈i障してもかまわない。したいだけ，してよし、。しかし

ながら，きがえの時聞が15分しかなし、。だから，そうながく祈轄をしているわ

けにはゆかない九きがえは，背を室の中央にむけ，顔を壁にむけてする。プ

ヲイパジーのためである九それがすむと，めいめい，椅子を 2脚背中合せに

してベッドのあしもとのところにおき町， しきふを一つづっはし、で，ベッドに

かぜをとおし，しきふは，よくはらって，たたんで，椅子の背にかける。まく

6) Ibid.. p. 143 
7) E. Webber， ibid.， p. 57 
8) J. H. Giles， ibid.， p. 121 
9) E. Webber， ibid.. p. 57 
10) J. H. Giles， ibid.， p. 121 
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らは，さきに，椅子の座のところにおいておくこと，いうまでもなし、同。 よご

れもの (soiledthings)はベッドにつんでおく問。まどはあけられる。そして，

室を出るまえに火の気に注意するのは，善良なる γ エーカーズのなすべきとこ

ろとせられている 1ヘ男性の室では司便器 (chamberpods， QT the slops) 壱

室員の一人が室外にもち出す ζ とになっている叫。 それは，室の掃除を女性が

すること後に述べるがごと〈であるが故に，性を示唆させるものが女性の眼に

ふれることがないための配慮から，そうするのである。独身主義の原理に必然

に随伴するをまぬがれない好色のムー下の中で， わらい(sniggering) をうか

べさせる機会をあたえることは，禁物であるからであろう。そう，エ~.レ γI

氏は，つけたしているm。以上， ながながとノレ チγ をしるした一一一ほんとう

にながながとしるした。しかしながら，ながなカずとしるしたにはちがし、なし、カら

これは，まだまだ，序の円にすぎない。まととに，かれらの日常牛活は，規則

づくめである。あまりにも，規則づくめである o iピリーパース」の作者は作

中の人物・リチヤードの妻，すなわち，さきにも・ひきあいに出した・おなじ

みのレベッカをして. iγ エーカーの団体の一つの最蓮如宜awin the Shaker 

organization)は，まず，なによりも，あまりに規則が多しあまりに窮窟で

あること (too many rules， too much rigidity) であるj町といわしめてい

る。まことに，そのとおり，と，し、し、たくなるものは，ひとり，わたくしのみ

には，とどまらない，とおもうのであるが，はたして，いかがなものであろう

由、。

エベレット氏も，このことについて，しるしているが，それをみれば，わた

くしが，こういうのが，もっとも，と，おもわないでは，いられないこと，と v

おもう o だから，ついでに，ここに，それを，ひかしてもらうであろう。つぎ

11) E. Webber，包bid.，p. 57; J. H. Gi1es， zbid.， p. 121; C. Nordhoff，包bid.，p. 140 
12) J. H. Gilcs，品id.，p. 121 

13) E. Webber， ibid.， p. 57 
14) C. Nordhoff， ib~à. ， p. 140; E. Webber. ibtd.. p. 57 
15) E 、Nebber，佑 i.，p. 57. 
16) J. H. Gilcs， ibid.， p. 126 
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のごとくである。

かずかぎりのない，こまごました規則があって，それが，第三の天性となるまで，

まもられる。右の靴からはけ，右の手袋からはめよ，右のずぽんからきょ，ダンスま

たは歩行は右足からはじめよ，右側の馬にまず馬具をつけよ， すへて，これは，

聖書のある調示からである。動物，または.0-とには，必要がなければふれてはなら

ない。また，動物にD との名をつけてはならなし、。男女の階段はベつべつになってい

るQ 男女が階段においてすれちがうことはゆるされなし、。また，男女は10歳以上の第

三者が同席するにあらざれば，たがいには止しかけることはゆるされない。もし，世

俗のひとが手をのべてきたら. r礼儀上J(for civllity)握手せねばならない。 しか

しながら，もし，その手が異性のものであれば，シェーカーたるものは，その接触の

ことを， ミーチγグに出席するにさきだち，エルダ ，または，エノレドレスに報告す

るを要する。もし，あるプラザ が，なにごとによらずあやまちをおかすところをみ

られたるときは，かれは懲戒を受けねばならない一一一そして，その場合，もし，かれ

が，じぶんのつみを Z ノレタ に報告しなかった場合は，目撃者は=fレグ に報告する

を要すゲ九

さて，以上のことがすむと，みんなは，意外に出るn といえば簡単であるが，

実は，なかなか，そう簡単ではないc というのは，その出かたに，また，きま

りたやりかたがあるからである。男性は「行進体形J(in marching cirder)で

でてゆくことになっている。女性は. IつまさきであゆむJ(go on the toes) 

ように命ぜられている。しかも，ただ， それだけではない。「左の腕は腹の上

でまげ，右手はからだの側面にあて，指先は栂指にあてるJ(left arm folded ♂ 

aCCTOSS the stomach， right hand at the side， tips of the fingers touching 

the thumb)ことが，やはり，命ぜられているのである問。みんなが， 室を出

て行〈といったが，では，みんなは，室を出て，どこに行くのであるか。それ

は，それぞれの朝のしごとに行くのである。というのは，いうまでもないこと

であるが，みんなには，それぞれ，しごとが課せられている。これを，責任仕事

17) E. Webber， ibid.， p. 59 
18) Ibid.， p. 57 
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(work duties) とし、う。それは， 1，、ま，これを女性についていえば， ベッド

をととのえること，室の清掃，事物の整頓が， その一つ (therewas a duty 

for making beds and sweeping the chamber;問 puteverything to the 

rights)問。料理が，その一つ。 このしごとには，サウス・ユユオYのデェー. . 
カー・ピ Fッジでは，レベッカのころには，黒人の立性が数人， くどの火をも

やすことを命ぜられていた。そう「ピリーパーズ」の作者は，おなじみのレベ

ッカをして，いわしめている。一一一洗濯とアイロンがけが，その一つ (there

was a duty in the washhouse， and for ironing) とし、うのは，女性はプ

アミリー内の男性のために，洗潜・アイロンがけをも，する己とになっている

からである。紡績・織布・裁縫が，その一つ問。 かくて，女性は，それぞれ，

これらの義務仕事の一つが課せられている。そして，ーヶ月ごとに，担当の義

務仕事を交替することになっていた。病気のために止むを得ざる場合のほか，

みな，その当番を回避することは，できないさだめであった町。男性の義務仕

事は農業・園芸喜子主とし，その他，いろいろの製造工業がある。室を出たかれ

らは，いずれも，そのしごとに行くのである。しかし，それは，まことに文字

どおり， Iあさめしまえ」のしごとなのである。 ユェー・イングラ γ ド人のい

わゆるコーノレズ (Chores)というやつである。

さて，女性の中，掃除の当番のものは，女性の室のみでなく，男性の室の掃

除をもすることになっているのであるが，男性の室の掃除のために，その室に

行くのは，つぎのベノレのあいづがあってからである。そのわけは，男性が室を

出ない中に男性の室に入ることをさけるための配慮である町。

女性が男性の世話をするのは，しかしながら，ただ，室の清掃だけではない。

男性のひとりひとりに対して，ひとりの女性が指名されておる。そして，その

19) J. H. Giles，品id.，p. 115 
20) C. Nordhoff， ibid.， p. 140 
21) J. H. Giles， ibid.， p. 115 
22) Ibul， 

23) E. Webbe:r，耐，1.， p. 57 
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女性は，その男性の衣料のめんどうをみ，いたんだ場合には，つくろいをし，

よごれている場合には，洗濯をし，きかえる必要のある場合には，その己とを

つげ，きちんとしていない場合には，とがめる， ということになっているので

ある。こうして，すべてにわたって，かれのみのまわりのこまごましたことに

まで，女性らしい気をくばることによっているのであ o'へときには， その

男性はその女性にとって，ありし日の夫である場合もある問。

ついでながら，例のレベッカは，かの女が洗濯仕事の当番のときの，との時

聞のことをしるしている。いま，それをみると，いままで，うか古ずってきたと

ころが，ヴィヴ 4 ヅドに眼前に展開するおもむきがある内だからしばらしそ

れを，ここに，附記してみよう。かの女は，こうしるしている。

起床の4 ノレが鳴ヮた。ひろ場をこえてがんがんとなヮた。家中いっぱいになりひび

し、た。ぞれは，みなを.一斉にベヲドの中に，おきあがらせた。

「何時かしら?Jと，アソニ が，うすぐらい室の中をすかして，みまわしながら，

たずねた。 r4時半よ」と，わたくしは，かの女にこたえた。 rほら，しってるじゃ

ないの。ベノレは10月までは. 4時半になり，それから後，冬の聞は 5時にかわるつ

てこと。」

パーミテは，せのびをし， かみをくしゃくしゃにかきみだし， 同肩をたたいた。

「なにからするよういわれたんだっけJ

「ああ」とアメンダボ，みじかくいッた。

わたくしたちは，ベザドからおわて，ひぎまずいた。わたくしたちは，だまって，

いのり事与しなければならなかった。いのりの時間にiIl限はなかった。いのりたいだけ，

ーいでつまでし、のってもよかった。しかし，きがえの時聞が1防士しかなかったから，そう

ながいこといのっていることはできなかった。

ひとり，また，ひとり，と，わたくしたちは起床した o わたくしたちは，椅子をベ

マドのあしもとにおき，まくらを椅子の座席にのせ，カバーをかえしてE 風壱いれた。

ベヅドづくり (tomake the beds)は，わたくしたちの当番ではなかった。わたく

24) -C. Nordhoff，包bt'd.，p. 140 
25) K Webber， ibid.. p. 57 
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したちは，いそいで，きがえをした。このはじめての朝からおくれるのを，おそれた

からである。 わたくしたちは，よごれたものを，わたくしのベザドにつんだ。ほ

かのひとたちはいそいで外に出ていった。めいめし、，それぞれの義務しごとをするた

めであ Oo

わたくしの当番のしごとは，わたくしに，室内のよ fれものをとりあつめて，ホ

ノレにそうて行き，他の室からのよごれものをあつめ，それを洗濯室にもって行くこと

を要請した。それがすむと，わたくしは，男性のよごれた衣類をとりにかえらねばな

らなかった。男性のよごれた衣類は，とりまとめて，さっぱりとたばねられて，ドア

のそとがわ仁おいてあるのであった。

わたくしが，わた〈しのしごとをしに行ったときには，男性たちは，ひとりも，家

にいなかコた。かれらの義務しごとは，みな，屋外にあったからである。 朝食の

・・.
ベノレがなるまでにはまだ. 1時間半あった。とれは，われわれが，担当の Lごとを，

うまくはじめれるようにしておくために，また，だいどころ当番の古性には，食事の

用意をするために，あたえられた時間なのであった。

パーミラは，すでに，ちちしぼり室に行ってしまっていた。そして，アンニーとピ

ニーは，わたくしたちの寝室の掃除がかの女たちの義務だったので，しごとをしてい

る最中で，掃いたれはたいたわベッドっくりをしたりしていた。清掃に混雑壱と

もなうことはなかった。それというのも，し、かなるものでも，ちらかしておいてはな

らないと，ょくし、ましめられていたカaらである。さっぱりとしたことと清潔とは，マ

ザー・ア γ以来，ずっと，強調せられてきたところである。マザ ァγは，かつて，

こういった。 rさっぱりとして，勤勉であれn ものは，みな， そのもののあるべき

ところにおけ。それ壱やぶってはならない。なんじのきものを常に清潔，かっ，端正

であらしめよ。なんじの住居が，清潔に，かっ，整頓せる状態にあれそして，なん

じの食物が，秩序良〈用意せられているように，配慮せよ。さっぱりとし，清潔であ

れ。そして，あらゆるなんじの行動において，常に，神を畏れよ。j

朝食のへノレがなコた時までには，わたくしたちは，すでに，衣類のえりわけをおわ

り，おけの中の水は，しろいものを漬けてもよいだけに.あっくなっていた。わたく
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したちは，それをあとにして，朝食にでかけた。そして，かねて，おしえられていた

とおりに，右手のドアからはいって行った問。

6時になると朝食のベノレがなる。ただし，それは夏の場合で，冬には 6時半

仁なる。そのことは，起床の時間壱述べたところよりして容易に理解できょう。

さて，その 6時の朝食のベノレがなると，みな，食堂にあつまるのそれは，いう

までもない kころである。しかしながら，そのはいりかたが，また，おもしろ 、
い。かれら独得のしかたがあるのである。まづ，ベノレがなると，かれらは，男

性も女性も，さだめのホールにあつまる。やがて，小いさいベノレがならされるひ

すると，食堂のドアがひらかれる。ファミリーのひとびとは列をつくる。

行列は無言で厳粛である。そして，かれらは，食堂に入る町。

食堂のいりくちは左右二つつくってある。男女いりくちをおなじくせぬため

である。左の方のいりくちは男性用であり，右の方のいりくちは女性用となっ

ている淘〉。さきに引し、たレベッカ0:1手記に「右手のドアからはし、って行ったJ

とあるのは，すなわち，このさだめによヮたものである。それは，けっして，

ただ，偶然の行動では，なかったのである。そして，はいるのは，男性がさき

で，女性はそれにつづく悶〉。

食卓は，とれまた，男女の別がある。男女，それぞれに，別れてし、るのであ

る。むきだしの・ながい・よくふきιん Cあるテープノレである。ガラメ・の器具

やこったはものの類 (fam:ycut1ery)は，もちいられない。めいめいのI且は囚

人ごとにならべられる。ひとにてわたし (passing) をする必要がないためで

ある。ゃくみ(condiments)・ソース，および -yロップは，盆にのせて，食

卓の上2フィ←}くらいの高さのととろに，天井からぶらさげられている。と

れは，食卓をひろくとるためである。しか L-. それは，ち上っと，おもしろい

雅致をそえるはたらきもしてい右 3九 1870年ごろ，各地の γ エーカー・ピリヅ

26) J. H. Gi1es.品川町 pp.121-124 
27) ]. H. Noyes， ibid.. p. 600 
28) ]. H. Giles， ibid.， pp. 121-122 
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ジを巡歴した・例のノノレドホップ氏は， レバノン，および，そのほかでも，若

干のソサイエチィでは，二つの食卓をそなえ，一つの食卓には肉があり，もう

一つの食卓には肉がない旨をしるしている叫。

ぎて，食堂に入ると，みながはいって，それぞれの席につくまでは，立った

ままでいる明。食卓につくと，まづ，食卓の上席にいるエノレダーの号令で， 一

同，ひざまずしそして，黙憶をする。その間約 2分。ついで，また，号令で，

たちあがる。そして;:しをかけz。そして，食事壱はじめる。食事中，め〈

t!'せ (winkingand b1inking) することは禁物である。 ものをいうことも，

ゆるされなし州〉。
ポー夕

食物は簡素である。しかし，量はたっぷりある。豚はけっしてたべない。た

だ.yエーカーのひとびとの中の，ー部小数のものだけが，どんな肉でも，お

かまいなしに，たべるだけである。多〈のものは，動物によってつ〈られた食

料をもちいない。 ミノレクやバタや，たまごさえ，口にしない。さきに，ふれた，

レパノ γ ，その他のところで，肉のある食卓と肉のない食卓の二様の食卓があ

る事実は，よってきたるところ，実にここにあることをしる。かれらは， くだ

ものは，たくさんたベる。食事ごとに，たベる。 γ ヱーカーのひとびとは，い

つでも，みごとな・ひろびろとした菜園と果樹園壱もっている刊。

わたくしは，肉はきらわれる，といったが，きらわれるのは，肉だけではな

い。茶やコーヒーも，また，よろこばれなL、。しかし，まったく禁じられてい

るわけでは，なし、。たばこでさえ，どうしてもやめるごとのできない一部小数

のものには，ときおりふかす己主がゆるされていた町。

いまのベた己とのくりかえしにすぎず，重複のさらいはあるが，さきの例に
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ならって，いま，また，ここに，レベヅカの手記を引けば，それは，つぎのご

とくである。

特別の食卓がつくられていた。ながい，すじかいの入ったくheはle)足のついた

ものである。男性は室の男性の側，J;;位は女性の個lでたペる。はなしをずることは，

厳禁であ号。わたくしたちは，はいると，黙龍すzために，椅子のぞばで，ひぎまず

かねばならない。それから，金事があたえられる。食卓では 4人 1組で，その前に初

辛部のものが，ならべられる。だから，いれものをてわたししたり，または，じぶん

の手のとどか阻ものを，とってもらう，と，いうようなことは，すとしも，その必要

カfなカぜった刷。

食事がおわると，一同，たちあがる。そして，食卓に来たときとおなじしかA

たで，食卓から行進して出て行く。行進中，食事中，また，出て行く行進中，

たれひとり口をきかない。沈黙・静粛の連続である町。それから， かれらは，

めいめいのしごとにとりかかるのである。いま，また，そこのところを，例に

よって， レベッカの手記についてみれば，こうしるされている。

食事がおわると，わたくしたちは，また黙離をした。それから，一列をつ〈って，

しずかに外に出た (wefiled slowly out)。そして，わたくしたちのしごとにむかう

fこ髄〕。

かくて，朝食がすむと，みな，めいめし、，じぶんのしごとにとりかかる。そ

して， 12時10分まえまで，熱心に，しごとに従事する。

そのしごとは， いろいろある。 それは， さきに， みたところのごとくであ

る叫。そして，ディ-:/に属するケーア・テーカー古九フォーア・メ Y として，

その部下のひとびとが，適材適所，みな，そのところを得るようにする。その

ことも，また，すでに，わたくしの，さきに，あきらかにしておいたところlこ

36) J. H. Giles，幼id.，p. 124. 
37) J. H. Noyes， ibid.， pp. 600-601 
38) J. H. Giles， ibid.， p. 125 

39) 拙稿， νェカズ 11，本誌 93荘 6号昭和39年6月。



14 (296) 第95者第4号

属する叫。 それによってもわかるとおり，女寸は，重労働や，野外のしごとは

しない。ただし，いちごつみのごときかるい労働は，このかぎりではない。そ

して，普通の農夫の妻ほどはげしくはたらくことはない。重労働は，すべて，

男性が，これにあたる。そしで，かれらは，あせるということをしなし九かれ

らはわきまえている。生存を維持するためには，つつましく生活するかぎり，

くるしい労働壱する必要はない，ということを。おおぜいではたらけば，しご

とはらくになる。そ Lて，みなが，利害壱ともにするところでは，労働は快楽

になりうるし，また，事実，なるものである。また，かりいれどきのごと<.

どこでも，エキストラのひとでが必要の企青には，ぞとに充分のちからをふり

むけることは，きわめて易えたることである。それは，いうまでもないところ

である町。

なお，ここでわすれてならないことは，かれらは，この時代のあらゆる労働

を節約するもろもろの考案(all the labor-saving devices of the era)壱，

男性のためにも，女性のためにも，購入乃至建造していたということである。

洗濯機・かりいれ機 (reapers)・くっきく機 (parers)・しごとばの諸設備等が，

すなわち， それである。棒状のまるいのにとってかわったひらたいほおき

〈品atbroom)，回転のこぎり (circuJarsaw)の発明の功は，実に， γヱ一カ

一の女性に帰せられている.，わ〉

男性が女性のレごと場からなにかをもとめる必必、要が生じた場合には，かれは

かれのフォーア・マγ に， そのことを中しでいる。 すると， 今度は， そのフォ

ーァ・-，.yが，フォーア・ウーマ Yのところに行く。そして，そのことをはな

す。そう，かんがえられるaヘ
こどもたちも 6歳になれば，また，しごとをする。それは，おとなのため

のてましごと (piecewo工k)である。ただし，こどもたちは，じぶんらのと ι

-40) 向上。
41) C. Nordhoff， ibid.. pp. 141-14:2 
42) E. Webber， ibid.. p. 58 
43) Ibid.. p. 59 
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ろで，しごとをするのである判。

(297) 15 

さて. 12時10分まえになると，昼食をワげるべノレがなる。そのことは，さき

に，のベたところのごと〈である。すると，みなは，しごと壱やめて←→農夫

は田畑を去り，製造工はしごとばを後にし一一一みな，手をあらし、，ふたたび，

列をつくり，朝食のときとおなじしかたで，食事をする。そして，食事がすむ

と，すくコやすむひまなく，また，しごとにでかける。そして，夕食のときま

で，はたら(45)0 

例によって，主た，ここで， レベヅカの手言百歩引けば，つぎのごとく， しる

されているのをみることができる。

午前の時間は，あっという聞にすぎてしまった (Therest of the morning p剖 sed

quickly)o 12時1防士まえ，昼食のベルがなった。食事がすむと，わた〈したちは，わ

たくしたちのしごとにかえって行った的。

それから，かれらは，夕食のとぎまで，はたらきつづける。それは，なかな

かの労働である。女性の労働は，普通の農夫の妻にくらべれば，それほど，は

げしくない。ずっと，かるい。そういわれている。また，男女，ともに，労働

を節約『る考案ができるだけとりし、れられている。そうもいわれている。かれ

らは，あせらない。だから，むりをしない。かくて，労働の苦痛はできるだけ

これを緩和することに努力がはらわれている。そうもいわれている。また，お

おぜいで，共通の剥益のためにはたらくところでは，労働の苦痛は化して快楽

となる。そうも，いわれる。それらの乙とは，われわれの，すでに，みたとと

ろのごとくである。そして，わたくしは，あえて，それに異議壱となえんとす

るものではない。しかしながら，それにしても，かれらの労働は相当なもので

・ある。それは，みとめなければならないのではないであろうか。すくなくとも，

わたくしは，それをみとめざる壱得ぬものである。そして，いま，われわれに

44) Ibid 
45) J. 1王 Noyes，包bid.，p. 601 
46) J. H. Giles， ibid.， p. 127 
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おなじみのレベッカの手百己にしるされているところをみれば，わたくしが己う

いうのを，ひとは，かならずしも， とがめはしないであろう。そう， わたく

しは，おもうのであるが，さて，し、かがなものであろうか。それでは， レベッ

カの手記にしるされているところというのは，し、かなるものであろうか。それ

は，つぎのごときものである。

パーミラは，かの女のベヲドの上にく。ったりとなっていた (Permillaflopped on 

her bed)o rわたくし，いしくれになったみたいよ。もし，たれか」と，かの女は，身

をおこし，かたひじ壱つきながら，いった。 iあのちちしぼり室ではたらくのはらく

だ，と，かんがえるなら，まあ，じぶんにその番がまわってくるまで，おまちょ。あ

のおけと大おけを全部もちあげねばならないのよ。それから，しょっちゅう，こしや

せなかをかがめるのよ。それを一日中するのよ。ひどすぎるしごとだわ。ほんとに，

そうだわ。」

わたくしも，同様，っかれていた。わたくしたちのファミリ には，なかまが，約

30人いた。それだけのおおぜいのひ Eたちのために洗濯するのは，なかなかのしごと

である。わた〈しは，一日の大部分を，ずっと，おけの上に身壱かがめていた。わたく

しのせなかはずきずきといたみ，わたくしの丙手はふくれあがり・みずびたしになっ
デ品チ4

ているようなかんじがする。アマンダは，いと「りの役をひきあてた。だから，みん

なのうちでは，かの女がし、ちばんつかれていなかった。アンユーとピニ は寝室を掃

除した後，廃園のくさひきにまわされていた。アンニーはせなかがやぶれたと，かこ

った o そして，ピユーは手ド常につかれ，そのために，かの女のみじめな としおいた

かおは，まっさお C品った。 iわた G，とても，ダンλになど行く気しないわ」と，

かの女は，いった。

わたくし1;1:，す〈なくとも，このはじめの日だけは.たれも行きたがらないだろう

とおもった。しかし，病気にならな“、かぎりは，しごともあつまり (Meeting) も，

どちらも，行かずには，すまされない叫。

夕食は 6時となっている。夕食は，朝食・昼食の場合とおなじことがくり

(7) Ibid.， pp. 127-128 
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かえされる 4め。だから，それ以外，別に，あらためて，記するにもおよばない

であろう。

夕食後といえども，かれらは，まだ，自由の身とはならない。なんとなれば，

晩は晩で，また，なんらかのおっとめ (services)カち かれらをまっている。

でなければ， ミーチγ グに出席しなければならない。それだからである。そし

て，その聞に p みじかいインターバノレがありうるだけである。そして，そのみ

じかい，イ y ターパノレは， じぷんの宝でやすむことができる。いま，ひいた，

レベッカの手記は，実は，このみじかいインターパノレにおけるできごとにすぎ

ぬのである。しかしながら， 8時になると，しごとはいっさい，おわりとなる。

しかし，それからは，総集会 (UnionMeeting) に出席しなければならない。

これが約 1時間つづく。そして 9時になると，みなは，ベッドにつく。あか

りが消される。かくて，一日がおわる")。

ところで，それでは，ユニォ γ ・ミーチングというのはいかなるものであろ

うか。いま，マクドナノレドのー友人のったえるととろを引けば，それは，つぎ

のごとくである。

2人のエノレタ スと 2人のエルドレシズがニヰノレダ の宝でかれらのミ チング壱も

つ。 3人のディーコンズと 3人のデバーコネシズがかれらの室の一つで会する。 フ

ァミリーの他のものたちは， 6人乃至8人づつのプラザーズとシスタ ズで組をなし

てそれぞれ別の室で会する。これらのミ ヲングにおいては，座席ι2列に，約4プ

ィートの間隔をあけて，ならべられるのがきまりである υ ジスタ ズは一つの列につ

き，プラザーズは他の列につく。そして，たがし、にむかいあうのこのミーチングは，

どちらかといえば，たし、くつなものである。なぜなら，メンバーズは，みな，話題を

もちあわせていなし、からである。はなすことといえば，プ 7 ミリーの己とだけである。

てれしかないのである。けだし，世俗の事物にこころをわずらわされるものはよき V

エーカーズではなし、， と， みなされるからである。 シェ←カーに入団するものは，

(8) J. H. Giles
t 
~bid. ， p. 127; J. H. Noyes， ib~d. ， p. 601 

49) J. H. Noyes. Ib~d 
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ワ日ルド ・
世俗告すててくるもの，と，期待されてし、るoはなしのおもな題目は猷食のことであ

=ツタ

った。ひとりの〆ラザーは，ひとりのシスターにむかつて，かの女を最良のキF皇人と

おもう，かの女は最良のジ昌三 ・ケーキ壱つくることができる，と，酒々〉雄弁争

ふるった。わた〈しの出席した，あるミーチ yグでは，ディナ になにをたべたか，

と，いうことについて，はなしにはながさいた。こうすることによって，われわれは，

ディナーを二度z ンデョイした。そう，いわれても，よいかもしれなL、判。

しかしながら， ミーチゾグは，ユユオY ・ミーチ:/!J"だけではない。晩によ

っては，ほかのものと， とりかえられる。 かくて， ノノレドホッフ氏は， かれ

らの晩は，かれらが健全であるとみなすごとききばらしでみたされている，と

いう問。そして，かれは， その例として，レパノ γ 山の場合をあげている。そ

れによると，レパノゾ山では，月曜日の晩は食堂において，ジェネラノレ・ミーチ

Y グがもたれる。そして，そこでは，いろいろの新聞からえらばれたアーテクノレ
Zタライ>; γタシデγッ

ズがよまれる。この場合，犯罪と災害は適当でないとし亡のぞかれる。とりあ

げられるのは，おもに，科学のユュ一月・公共のことにいっての論説，世間の

一般的な情報である。かれらは，現下の重大な政治・社会のうごきについての

情報をつたえる題材をこのんだ。 このミーチγ グでは， また， 他のジエーカ

ー・ピリッジからのたよりも，よみあげられる。火曜日の晩は，集会の広間r
マーチ

あつまヮて音楽・行進等々をおこなう。水曜日の夜は，さきに引いた，ユニオ

ソ・ミーチジグの会話にあてられる。木曜日の夜は，おっ左めのミーチングが

あるロおっとめのミーチソグというのは，jJ'規な宗教の勤行の謂であるn 金曜
ゾツダメ ヒムズ

Hはあたらしい歌謡と讃美歌にあてられる。そして土曜日の夜は，礼拝にあて

られるの最後に，日曜日の晩は，かれらは，あらかじめ約しておいて，おたが

いにおたがし、の室をたづねる。 3人乃至 4人のジスターズが，ブラザーズたち

を，その室にたずねて，歌をうたったり，よもやまのはなしをするのである問。

50) Ibid.， pp. 601-602 
51) C. Nordhoff， ibid.， p. 124 
.52) Ibid 
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いま，それらの一々について，ここに，さらにたちいコて， くわししうか

カずういとまはなし、。主た，その必要もあるまい。ぞうおもわれる。 す〈な〈を

も，わたくしには 3 そうおもわれる。しかしながら，そうは，いうものの，そ

のうたとダγ スに関するかぎりは，そういって，かたずけてしまうわけには，

ゆかないであろう。なんとなれば，この二つのものは， γ エーカーのひとびと

にとっては，まことにs 重要なものであるからである。けだし，この二つのも

のは， γ エーカーのひとびととは，そもそものはじまりから，きってもきれぬ

関係にある。そういってもよいc そういっても，かならずしも，いいすぎには

なるま¥'0すくなくとも，わたくしには，そうおもわれる。かれらは，よくお

どる。それはひともゆるし，みずからもみとめるところである。だからとそ，

ひとから，ジエーカースとよばれ，また，みずからも，そうよぶにいたったの

ではないか。かれらは，その，おどる場合，さかんにうたう。そうぞうしいか

ぎりである。かれらが，いたると乙ろで，迫害をこうむるにいたったことは，

われわれのしばしばうかがったと ιろであるが，そして，それにはいろいろの

原因をあげることができはするが，それらの原因の一つは，実に，己れである

ことを，否定することは，できないのでないか。そうおもわれる。それくらい

である。だから，この二つのものは，ジ エーカーのひとびととは，きってもき

れぬ関係にある。そのことは，これを否定するわけIcはゆかないのではないか。

主ととに，との三つのものはe'ヱーカーリズムの二大特徴である。このこっ

<J)もの秒のぞいたγ エーカーリスムは，それこそ，うたをわすれたカナリヤみ

たいなものといっても，し功、すぎにはならないであろう。ラウ γ ドテープツレの

会いアーサ王のコートに似たり，と，いっても刊、すぎにはならないであろ

う。だから，この二つのものに関するかぎりは，わたくしは，ここに，さらに，

fこちいって，すとくししうかがうところがなければならない。わたくしには，

そうおもわれる。そこで，わたくしは，そうするであろうの

号れでは，それらのものは，いかにあるか。いましばらしノルドホップ氏

のったえるところによって，これを，うかがえば，それは，つぎのごとくであ
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る。

ξ チング ρ ウスには，たいて".ベンチがある。ひとびとは，みんながあつま

るまで，それにこし壱かげて待つ。アヤ Yプリー・ホーノレkは，壁にそうて，席があ

るだけである。ファミり のメンパーは，はいってくると，いつも，きまったじぶん

の席につく。そして礼拝のための席次順にしたがって立つ。男性と女性はむかU、あわ

せにたつ。年長の男女は前列にたつ。エノレダーズは先頭にたつ。かなりひろい空間と

通路が二つの列の中の間にのこされる。讃美歌合唱の後，普通，エルグ が，生活の

聖なることと神への帰依 (holinessof living and consecration to Goのにつし、
アド νス

て，みじかい演説をする。っついてエノレドレスがおな Lことをする。そこで，列がく

ずされる。そして.12人のノラザ ズとシスターズが別々のプオ メ γ ョンを床上

にかたちずくる。そして，快活な調子で讃美歌をうたいはじめる。すると，他のもの

がみな，とれに和L.室内そ.急な量調で，ぐるく?ると円をえがし、て行進する。男性

が先へすすむ。女性がその後につd く。そし亡，一同は，しばしば，手をたた〈。
エタ.サイズ

運動は，列をつくりかえることによって，男女からはなしかけることによって，う

たをうたうととによって，かれらが行進しながら 神の前でダピデがおどったように

(as Davld danced before the Lord)おどることによって，いろいろに変イ七させら

れる。ーーいずれにしても，おとりは一種のすりあしである。ときどき，メンバーのな

かのびとりが，ほかのものよりも，もっとふかく感動させられて，あるいは，なんら

かの精神上の苫痛のためかもしれな 4、が，他のひとたちにいのりをしてくれとたのむ。

あるいは，たれかが，先頭に出てきて，エノレダ とエルドレスにおじぎをして，旋舞

をする。それは，奇妙な運動で，ときと Lて，かなりながくつづく。そでして，それは，

ひとめをひく動作である。さらに，また，あるプラザ←，または，あるシスターが感
必"'也←ジ アセソ

応して，霊の固からの満足，または，警戒のおっげをつげる。あるいは，ある霊が会
プりー

集にいのり壱してくれとこう。そのような場合，エルグーは，みなのものに，ひざま

ずいて しばらく・黙轄することを，もとめる。

かれらが行進とおどりをなすとき，かれらは，かれらの両手を前方につき出し，な

にものかをたぐりょせ あつめるようなうこきをする。これは，祝福まねき (gather.

ing a blcssing). と，よばれる。 プラザーまたはシスターのたれかがかれらにいの

りと同情をもとめるときには，かれらは，おなじような動作でもって，かれらの両手
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壱うらがえして，かれのもとむるものをかれの方におす。

すべてのうごきは，非常に正確に，かっ， (るいなしおこなわれる。かれらの調

子は，一般に，急速で，歌手の調子壱とることのたくみさには，おどろ〈べきものが
ぜツデイγグ

ある。エノレダーのことはにミーチングはしたがう。それで，かれの命令で，みんな解

散する。かれらにとっては，かれらのミーチrグのおもむ?きに変化をあたえ，かくて，

かれらに生気を賦与す呂のが目的である。わたくしは，そう信ずる叫。

いま.ノノレドホツフ氏がシェーカーのダン九壱叙す石条巷よむとき，わたく

しは，わたくしのおもいがわたくしの書斎の窓をねけ出て，はるかに，北米ユ

ュ ヨーク州の東境レパノ Y山にとぶのを，いかんとも「るを得ない。はやい

ものである。もう，すでに 6年のまえになる。それは1959年 5月上旬の一日

のことであった。わた〈しが，;/エーカーのあとをたずねて，そこに杖をヲ1¥、
たのは。前夜，スプリングフィーノレド (Springfield.N. Y.)という小いさいま

ちにとまったわたくしは，翌早朝，まず，そのまちの博物館をたずねた。なに

か， γ エーカーの遺物がみられはしないかとおもったからである。こうかいて

ゆくと，ちょうど，そのおれどこかの小学生のー隊が女の先生にひきいられ

て見学に来ていた状景まで，まざまざと，わたくしのまぶたに，うかびあがる

のも，なつかしいかぎりである。博物館は，りっぱではあったが，わたくしの熱

望をみたすにはたりないものがあったo しかし，館員の一人が，親切にも，レバ

ノy見学のことをとりはからってくれた。わたくしは，さっそしハスでレパ

ノンにむかった。おしえられたとおり，ダッロー (Dunow)というところ C.

車掌にいっておろしてもら勺た。すると，ダッロー・スグーノレ司教頭のプロド

へッド氏 (AssistantHead Master， Charles Dingman Brodhead)が，わた

〈しを出迎に来てくださコていた。スプリ Y!i'フィーノレドの博物館から，電話

で，すでに，紹介してあったからのよし。 1932年 9月以来，デエーカーのあと

は.ダヅロー・スグーノレ (DarrowSchool)とな η ているのであ志。同校のか

53) Ibid.， pp. 143-144 
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たがたの御好意で，わた〈しは一日中，心ゆくまで， γ エーカーの遺蹟壱たず

ねることができた。しかしながら，それについては，他日稿をあらためてしる

すこともあろう。いまここで，わたくしのしるさねばならないのは，ただ'/

z ーカーのダYスについてだけである。わたくしは，そのおわ，それについて

たずねた。すると，さいわい，右の教頭が，じぶんはγ エーカーのひとからな

らってしっている，と，いって，わたくしのために実演するの労をおしまれな

かった。しかも，わたくしのこいにまかせて，何回も何回もくりかへされた。

おかげで，わたくしは，それを，ムーピイ・カメラにおさめることができた。

それは，いまでも，わたくしのてもとにある。わたくしは，ときにそれをうつ

しては興じているしだし、である。さて，そのダンλ であるが，ノルドホッフ氏

。J叙述もさる ιとながら，わたく Lは，わたくしたち日本人には，むしろ. Iお

てだま]によって説明する方が，より有効適切であろうとおもう。ここに「お

てだま」とし、うのは，女児がよくやる，あそびの一種のことである。小いさい

玉を 3つ 5つ 4っかわるがわる宙にほおりあげては，手にうけ Eめ，うけ土め

てはまたほおりあげる，あのあぞびであ右。あのあそびにお付る手つきという

か手ぷりというか号，玉なしでやりながら天を仰し、で前方にすすめば，そこに，

われわれはジヱーカ のダ:/.::;えをみるこ、とができる。そういうことができる。

そういっても，よい。それこそ，われわれにとっては，もっとも有効適切に説

明する所以である。すくなくとも，わたくしは，そのように，おもうのである

が，はたして，いか治宝なものであろうか。

はなしが，おもわず，わきみちにそれすぎたきらいなしとしない。本すじに

かえろう。ところで，本すじは，いま，また，例によりて，上にうかがったと

ころを，おなじみのレベッカの手記にしるすところによりて，さらにビビッド

に再現することにほかならない。それでは，レベッカは，それをいかにしるし

てL、るか。

レベグカのしるすところは，つぎのごとくである。

7時半に，わたくしたちは，あつまりのへやに，行ヮた。へやには，かべにそうて
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ぐるっと，ベンチがおいてあるだけで，そのほかには，なにひとつなかった。運動を

するのにゆかをひろくとらねばならなかったからである。プラザ ・へンジ守ミンが

わたくしたちを指導するために，チャーチーファミり から，すでに，みえていた。

かれは，わた〈したもみんなが席につく主で待っていたのそして，それから，わた〈

したちに，説明をした。これまで，わたくしたちはわたくしたもの家ではひとがし、っ

ぱいだったため，適当にフォーメーシ.'"をなしてダンスをすることができるだけの

ひろい場所がなかヮた。それゆえ，わたくしたちは，みな，おづおづしていて，きゃご

ちなしU と。かれは，また，こうも，いヮた。いまやわたくしたちはもっと，はやし

自在に前進 G，もっと，たのししもっと，奔放に，運動をしなければならない，と。

かれのおしえかたは 6人のシスターズと 6人のプラザーメを引き出し，わたくした

ちがみることができるように，そのひとたちをリ ドするもの Cあった。
是ステ羽←

はじめは，'/ェーカ のうたは，わた〈しには，一つの神秘であった。それらのう

たの中には歌詞のあ 5ものもあったc しかし，その多くは，歌詞がなく 符がある

だけのようにみえたu そして，わたく Lは，ふるい教会的讃美歌になじんでいたもの

だから，調子の多〈は，わたくしには，奇異にひびいた。ほとんど，たいした調子と

いうものがなかったの高j[のみがあった。韻は，ちょうど，まんなかのところで，よ

しこわれ，緩より急に，それから，また，緩にかえるのであった。その夜，これは，

iった〈しの想像であるが，わたくしたちの中の大部分のものが，っかれて，しょげて

いるのを感じて，プラザー・ベンジャミシはマザー・アンのダンスのうた・ p ーリー

(Lowly)壱もちし、た。このうたは，ロ←リー・ローリー・ローリー ロウ，と，くり

かえすだけで，そのほかには，なんのことばもなかった。

わたくしたちをみているひとたちが，うたを，うたった。そして，えらばれたかず

かずのうたがλ テップに和してながれていった。それらのうたは，いづれも，ゆるい

プ、テップC:，すりあ G (the shuffle)のもので，あった。たれにでもできた。だ治"

プラザー・ベンジャミ Yがおしえたフ元 メ ジョソをみて，まったく，驚嘆したu

ダシスは兵士の教練のように進行した。はじめは，密集して，男女が廿かいあってす

れちがい，はなれ，またすれもがう。ある rきは， 2. 3人づっで，そのつぎは，全員

で，旋回し，転回し.3<'錯する。わたくしは，はたして，わたくしに，ならうことが，
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できるで品ろうか.と，うたがった。

もちろん，わたくしも，ならうことはならった。しかし，それは，このはじめての

晩のととではなかヮた。わたくしたちは，ローリー ロウをうたった。おどりてのひ

とたちは，お Eった。プラザー ベンジャミンは，かれらを府にかえし，わたくした

ちの中のみていたものたちを，よんだ。わたくしは，ひと主主でなにかをするときは，

いつも，神経過敏にならなrように，用心せねばならなかった。しかし，わたくしは

フォーメ -V"， Yを， りっぱにやりとげたい 'L'から，すっかりわれをわすれてしま

った。わたくしは，連中をやぶる原因になりた〈なかった。マザー・ァ γの時代には，

ダンスのための組仲間というものはなかった，と，いうことである。一一一めいめいは，
イγパル^

じぷんの衝動のままに旋回したり転回したりしたものだ，と，いうことである。それ

は自由で生吉生きしたものであった，と，いうことである。だが，いまは，マザ←・

ノレ シーが教会のかしらであった。かの女は適当なステップやアォーメーシ亘ンを非

常におもんじた。かの女はひとびとが，ダンスをよくならうのを援助するために，各

地のピリッジに教師を派遣することさえもしたロしかし，プラザ ・ベンジャミシに

はs その必要はなかった。かれは. ¥哨、なるステップも，し、かなるプ庁 メーション

も，しっていた。それに，かれ自身，しんぼうづよい・ゆきとどいた・用心ぶかい

よい教師であった。

かれの指導の下で，わたくしたちがうごきまわっていたとき，かれは，わたくした

ちを席にもどしてテスチモエー」の一部を，わたくしたちに，よみきかした。そ

のあと，かれは，にわかに，自然に脱可から湧〈うたを，うたし、はじめた。そして，そ

れをのぞむものを，急調子の，生き生きした・からだを震動させるダンスにみちびき

こんだ。からだを震動させることは，これ，また，うまくせられねばならなし、。震動

は，まず，ゆるやかなてくびをもって守る手の震動ではじまる。ついで，うでの前部

に，うでの前部からかたに，すすむ。そして，最後に，その全力でもって，全身壱と

らえてしまう。

震動運動の最中に.シスター・スザンの育がうたのギフト()恩寵〉のみまいをうけ

た。あらゆるギフツを，オぐに，感得するのがジェーカ の常道であ呂。だから，わ

たくしたちは，ダンス壱中止して，うたは，つづけながら，かの女をとりまいたn か
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の女のかおはよろこびでかがやいていた。そして，ピジ.:/がかの女に歌をさずけた。

プラザー・ベンジキミンは，すぐに，その歌がうつくしいものとしれノート・プザ

クをとり出して，かきとめた。それは，わたくしたちの愛請するもののーっとなった。

それで，わた〈しは，それを，よくおぼえている。

o calvini criste 1 no vole， 

Calvini criste liste um， 

I-no vole vinin ne vite 

1 no' vole viste vum 

ピジョンがかの女を去ると，かの立は，いろあおざめ，ぐったりとなった。しかし，

かの女は，かの立のみたところのものを，わたくしたちにはなそうと，こころみた。

1わたくしはマザー・アンとイエスlとあった。ふたりは，ならんで，にこにこして，

うなづかれ，めでられた。おお，あれこそひかりとよろこびのピジ=ンだったわ!J 

わたくしたちは，かの女の歌号ひかりとよろこびの歌とよびならわすにいたった。

そして.そのリズムは急調子であ 4 た。だから，わた〈したちは，快活なダ Y スのと

きには，しばしば，それをもちいた。

わたくしたちは，いのりとほめことばをうけたのち訊解放せられた。そして，しづ

かに，わたくしたちのへやに，かえった。わたくしたちは，いつも，しずかにあるか

ねばならなかった。 それはおきてであヮた。しずかにあゆめ， ドアはしずかにた

てよ，しずかにはなせ。

就床の時間は10月までは 9時半であった。 10月以後は 9時にくりあげられるo わた

くしたちのなかのたいていのものは，非常にフかれていた。それで，その夜は H ソ

グが消えたあと，はなしをしなかった。わたくしたちは，しずかに，身をよこたえ，

やがて，ねむった。わたくしたちのシェーカー ピりッジにおける第 1日はおわった。

わた〈したちは，その様式とその音韻を感得した。わたくしたちは，すこしはのみこ

めた。ところで，つぎには，なにがおこるであろうか刊。

以上，わたくしは'/エーカーのひとびとの日常生活をうかがった。そして，

54) J. H. Giles， ibid.， pp. 128-130. 



第4号

起床より就床まで，かれらのうごきゆくあとをおうてその一日の行動をながめ

これによって，特異なかれらの行状が，
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シェーカそれを通じて，そして，た。

わたくしのねがし、はかなあきらかとなれば，ーの組織が，いささかなりとも，

'
・
お

だ

と

t
A
m
-
pり

':つ

は

も

ろ

に
こ

紙

と

の

た

枚

み

1

に司」『」それにしても，

表由にすぎない。

もてがある。いわんや複雑・怪奇な人聞のっくりい Eなむ社会においておやと

し由、しなカずら，

なにごとにも裏面というものがある。

ったわけである。

あるいは，かれら γそういえば，もっとも，し、わな吋ればならないであろう。

それだからこそ，俗世をさけて隠遁したのではなかっ

だが，それにしても，そのため，かれ

むりが生じたとみられるふしがないとは，いえない

と，いうひとがあるかもしれない。

エーカーのひとびとは，

fこカ、，

らの生活には，かえって，

たとえば，かれらかれらのセりパジーをみよ，のではなかろうか。たとえば，

ここでみたあの規則づくめの窮窟きわまる生fニ土えI:I，また，の共産をみよ。

活様式をみよ n そこには自然E人性に，かならずしも，即す芯とはいいがたい

ものが，はたしてないと，断じうるであろうか。

そう断ずるわけにゆかないとすれば，われわれは，いま，

そう断ずるわけにおそらく，

はゆかないであろう。

われわれのみてきたところの，裡側に，いくたの複雑・怪奇な事情が伏在する

ことをみとめないわけにはゆかないであろう。しかちば， γ エーカーをきわめ

ここにうかがったところだけで満足する乙とんとすれば，われわれは，いま，

ゆるされないはずである。か〈て，われわれは，さらにすすんで，そこに

かもし出される，人性および人世のもろもろの複雑・怪奇な様相をたずねうか

は，

がわねばならないことになるであろう o わたくしは，稿をあらため筆硯を新に

それをこころみるところあるであろう。して，




